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まえがき

近年、朝鮮半島をめぐる安全保障情勢が一段と厳しさを増してきている。北朝

鮮の金正恩体制は 2013年以来核と経済を同時に発展させるという「並進路線」を

推進しており、本年 5月に 36年ぶりに開催された第 7回労働党大会でも同路線が

堅持された。この路線に基づき、本年1月には「水爆実験」と称する 4度目の核実

験を、2月には人工衛星と称する長距離弾道ミサイル打上げをそれぞれ実施したほ

か、その後も短距離・中距離ミサイルを複数発射し、SLBM発射実験を行うなど、

北朝鮮の核・ミサイル能力の向上は周辺国・関係国の深刻な脅威となっている。さ

らに、北朝鮮の韓国に対するサイバー攻撃も激しさを増しており、今後一層深刻な

脅威となることが予想される。他方、北朝鮮経済は金正恩体制下で一定程度改善し

てきたとの見方がある一方で、今後については経済制裁の効果をめぐり様 な々可能

性が考えられ、不透明な状況にあるといえる。

このように不透明な朝鮮半島情勢を踏まえ、本シンポジウムは、北朝鮮をめぐ

る将来の安全保障環境について内外の専門家の間で議論を深めるとともに、こ

れを広く一般に提供することを目的とする。

 防衛研究所

 研究幹事

 　坂口　賀朗
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